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巻 頭 言 

           ま  な  ぴ  ー  の  板  修  行 東京渋谷学習センター 所長 山室 恭子  

        
 

 
 
 
 

 

 

           

            

 

 

             

 

 

  

                     

  

            

 

 

 

 

                   

 

  

ⅰ.東京渋谷学習センターで開設しているZoomを用いたライブWeb授業のこと 

ⅱ.リンゴで有名なかのアイザック・ニュートンは、ある数の平方根を求める画期的な算法を考案したことでも知られる。まなぴーが算出した810の平方根は28.4604・・・ 

ⅲ.O. Henryの短編小説「賢者の贈り物」 

ⅳ.まなぴーは夫か妻のどちらか片方だけが贈り物をしたケースを最善と考えているようだが、男女の機微に疎い鳩風情のことなので、信用はならない。  

これは鳩殿。ご健勝の体じゃな。で、おっきな板を何枚も

背負って、どちらへ？ 

これね、今、まなぴーが働いている「ずぅむ寺子屋ⅰ」の小道具なんだ。 

舶来の学問が学べると評判になってるあれじゃな。 

ちょいと見せてもらって良いかの？ 

 ど～ぞど～ぞ（よっこいしょ） 

なんじゃあ、えらい細かい罫線と、これは舶来の数字か？ 

そうそう。これ、「えくせる」っていう未来の道具で、かの「にゅうとん」

大先生の算法を解いてみたの。まなぴーは鳩だから810の平方根
ⅱを求める、っていうお題を設定してみたよ。 

そろばんが進化すると、こうなるんか。 

で、こっちは顔がいっぱいだな。 

これはね、「げぇむ」理論の小道具なの。仲の良い夫婦がいてね。とても貧乏

だったけど年に１度の「くりすます」っていう祝祭にはお互いに贈り物をしたいって

思って。夫はたいせつな懐中時計を質入れして妻の美しい髪を飾る櫛を買い、

妻は髪を売って夫の懐中時計を飾る櫛を買ったのⅲ。 

鳩殿、板にて修行中というわけじゃな。 

でしょ。で、どんな選択をすれば、お互いがもっと幸せになれるか、 

利得表ⅳっていって、こんなふうに場合分けして表現すると分かりやす

くなるんだよ。 

やっほー、お侍さん 

なんとも間の悪い話じゃのう。 

 うん！まあ、板はなくてもいいんだけどね（苦笑） 
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ようになり、ブログサイトに始まり、近年のユーチュー

バーやインスタグラマーなどのように、消費者も企業

と同等に発言する口を持った。マクルーハンは、声

帯（口）の拡張としてメガホンなどをあげていた

が、YouTubeなどのネットメディアの獲得は、単な

る音量の拡張を超え、時間的・空間的に口の拡

張を行った。いまや消費者は、好きな時に、好きな

ことを、好きな場所から、世界に発信する。 

 そしてChatGPTなどの生成AIの登場である。企

業では資料の作成や整理、情報収集（質問への

回答）などに使われ出しているし、高校などでは

GPTによる「壁打ち」と言われるように、学生が課

題を提出し、それにGPTがコメントをつけ、それを学

生がまた修正し・・・、というまさにテニスの壁打ちの

練習を彷彿とさせる。ChatGPTという新たな技術

が秘書や家庭教師のような役割を果たしているの

だが、「脳」の拡張ということもできる。 

 画像系の生成AIでは、菓子メーカーのブランド担

当者が新製品のキャラクターをネコにしようとして、ど

んなタイプのネコにするか悩んでいるとき、生成AIに

頼めば、かわいいタイプ、強そうなタイプ等々、いくら

でも生成してくれる。マンガ家をめざす若者がキャラ

クター・デザインに悩んでいるなら、候補キャラクター

をいくらでも出してその若者の感性を刺激する。 

 生成AIは、人間の左脳（論理的脳）も右脳

（感性的脳）も拡張してくれそうである（文章系

も画像系もLINEにいるので、友だち追加すれば簡

単に使える）。 メタバースを含め、ネット社会には

無限の可能性がある。 

 20世紀メディア論の大家マクルーハンによると、

技術やメディアは、人間の身体の拡張である。手の

代わりに石斧、足の代わりに車輪（自転車・自動

車）、耳の代わりにラジオ、目の代わりにテレビが

生まれることによって、人間は自身の身体の限界を

超えて、その能力を拡張してきた。 

 インターネットの出現は、目と耳をさらに拡張し

た。受動的なテレビなどのメディアと異なり、能動的

な性格から、自宅のPCやスマホを操作するだけ

で、好きな時に身体の能力を拡張し、世界の人々

とつながり、世界のニュースがわかり、世界の商品が

買えるようになり、人間能力の時間的・空間的拡

張を行った。 

 時間面では、テレビは放送時間に従わねばなら

ず、ショッピングも店舗の営業時間に拘束されてい

たのに対し、インターネットでは、好きな時に好きな

サイトを閲覧でき、深夜・早朝好きな時に注文でき

る。放送時間・営業時間に制約されていた消費者

行動が、ネットによって24時間可能となり、能力の

時間的拡張を行った。空間面では、ネット初期に

は、身体能力を拡張できる地点はPCのある自宅

や職場であったが、携帯・スマホからのネット接続に

よって、身体拡張の地点を広げ、能力の空間的拡

張も行った。 

 さらに、インターネットは口の能力も拡張した。ネッ

ト社会の最大の特徴の一つは、消費者自身がメ

ディアを持った点である。マスメディアと言われるよう

に、従来メディアは大企業のものであったが、イン

ターネットによって、消費者自身もメディアを持てる  

  三浦俊彦 

  客員教授（中央大学商学部教授） 

人間拡張の原理  

    －ネット社会が広げる無限の可能性－  
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  新 一万円札の顔と簿記・会計        

       

            

慶應義塾大学を創設した福澤諭吉と500社以

上の会社の創設や経営に関わり日本資本主義の父

と言われる渋沢栄一。この二人にはどのような共通

点があるでしょうか。ともに幕末から明治時代にかけ

て大活躍した人物で、現在の一万円札の図柄には

福澤諭吉の肖像画が用いられていますが、2024年

の７月から発行される新一万円札の図柄には渋沢

栄一が登場することになっています。実は、二人とも

簿記・会計の分野でも大きな足跡を残しています。 

まず福澤といいますと、日常の生活や仕事に役立

つ実用的・実践的な「実学」を推奨した『学問のすゝ

め』がたいへん有名ですが、日本で最初の複式簿記

の書籍であ る『帳合 之法』（ちょ うあいの ほ う）も

1873(明治６)年に著しています。つまり、実学の際

たるものが簿記・会計ということになります。複式簿記

は中世のイタリアの商人たちによって考案され、取引

を二面的に捉えることによって「原因」と「結果」を記

録し、フローとストックの動きを明らかにすることができ

る特徴を有しており、以後ヨーロッパ各国に広まってい

きましたが、江戸時代まで日本ではいわゆる「大福

帳」といわれる帳簿自体はありましたものの、一部の

取引しか記録されないなど複式簿記に比べると必ず

しも十分ではありませんでした。そこで福澤はアメリカ

の簿記書を基にして複式簿記を紹介し、商工業発

展の基礎として複式簿記の普及に向けた啓発を行

いました。  

これに対して渋沢も複式簿記の有用性に早くから

気づき、大蔵省の役人として明治政府に仕えていた 

ころから欧米の複式簿記システムを国家の会計に導

入しようとしていました。しかし、やがて渋沢自身が政

府を辞めて民間人として活動したために、長らく日本

の公会計は現金主義・単式簿記に基づいており、近

年になってようやく発生主義・複式簿記が用いられる

ようになっています。一方で民間企業では複式簿記

による企業会計が浸透し、業種・業態・規模を問わ

ずほとんどの企業で複式簿記による記帳が行われる

ようになっています。  

 また、渋沢は国立銀行条例を制定するに際し、イ

ギリスの銀行家アラン・シャンドという人物をお雇い外

国人として招聘し、国立銀行の経営に必要な事柄

を講習させましたが、その講義をまとめたのが『銀行簿

記精法』で『帳合之法』と同じく明治６年に出版され

ています。 

 さらに『青淵百話』のなかで渋沢は「会社銀行員の

必要的資格」について語っており、そこでは学問技術

上の資格と精神上の資格とに分けて論じたうえで前

者の第一に「簿記に熟練すること」を挙げています。

「簿記は計算の基礎でもあり、又事務中にも重要な

るものゝ一つを占めて居るのであるから，事務家たら

んと欲する者は必ず熟練して置かねばならぬ」と説い

ています。現代でも簿記・会計は、英語とコンピュータ

と並びビジネスパーソンの「三種の神器」と言われてい

ます。放送大学では簿記・会計に関する科目がいく

つも用意されていますのでぜひとも履修されることをお

勧めいたします。  

  増子敦仁 

  客員准教授（東洋大学准教授） 
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2023年度 放送大学連携講座  開催予定 

 
目黒区教育委員会連携講座 

 

【講師】放送大学教授 山内 豊明 先生 

【日時】令和5年10月29日(日)   

     14:00－16:00 
 

【会場】 オンライン（Zoom） 

     中目黒住区センター   第５・６会議室 （モニター会場） 

【定員】 オンライン 60名、モニター会場  60名 

【対象】 目黒区内在住・在勤・在学の方、放送大学関係者 

【費用】 無料 

【申込方法】 電話・ハガキ・ＦＡＸ・電子申請（目黒区ホームページから）     

           で以下の必要事項をお知らせください。 

【必要事項】 ①講座名 ②郵便番号・住所 ③氏名（フリガナ）④電話・FAX 

        ⑤参加希望方法 

【締め切り】 令和５年１０月１６日（月）必着 

【宛先・お問合せ先】 

 〒１５３－８５７３ 目黒区上目黒２－１９－１５ 
 目黒区教育委員会事務局 生涯学習課 生涯学習係  

 TEL ０３－５７２２－９３１４ 

 FAX ０３－３７１５－３０９９                  

 https://www.shinsei.elg-front.jp/ 

【山内先生からの講演案内】 

体調を崩した場合、「〇〇病」というような診断名が付けら

れると思います。 

診断を確定するためには、まずは何が起こっているのかにつ

いて推理・推論をしており、その進め方について、医療者の

アタマの中を覗いていきたいと思います。 

医療者がアタマの中で進めていること 

～臨床推論・アセスメント～ 

オンライン開催（モニター会場有） 

楽しみだなぁ 
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2023年度 放送大学連携講座 開催しました 

【講師】放送大学名誉教授 高橋和夫 先生 

【日時】令和5年7月29日(土) 14:00－15:30 

【会場】AP渋谷道玄坂（対面） 

    オンライン配信（YouTube） 

第1回 「家康の決断 ＠関ケ原」 

【講師】放送大学東京渋谷学習センター所長 山室恭子 先生 

【日時】令和５年6月11日(土) 14:00－16:00 

第2回 「九州で発見された3本の有銘鉄刀」 

【講師】放送大学客員教授 坂上康俊 先生 

【日時】令和５年6月17日(土) 14:00－16:00 

    オンライン配信（Zoom） 

2023年度 広報課共催講演会 開催しました 

第1回は、「津軽屏風」から紐解く関ヶ原合戦について解説いただきました。 

古文書や手紙、屏風から伝わる意図や戦略など、クイズを交えながら資料を

読み解く面白さを実感できたと、大変好評でした。（参加者46名） 

第2回は、九州で出土された銘文を持つ刀について、日本古代国家の形成

過程とのかかわりでそれぞれの有銘鉄刀が持つ意義について解説いただきまし

た。歴史を垣間見る・想像する楽しさに満足した、やはり刀は権力の象徴だ、

難しかったが満足したという意見が寄せられました。（参加者39名） 

ウクライナ危機をめぐる最新の国際情勢について解説いただきました。 

中東・東ヨーロッパロシア国境など複雑で絡み合った問題を考える糸口を示していただき自分事として考え続けていこうと

思った、ロシアの大義・ＮＡＴＯの懸念がよくわかる内容だった、世界の力関係がどのようにできたのか分かりやすく難しさ

も理解できた、 一般メディアではあまり取り上げられていない視点や歴史観にもとづくお話はさすが高橋先生だと思った、 

オンライン講演会は現地参加できない者としては大変ありがたい、 との意見が寄せられるなど、大変好評でした。  

（会場参加者115名、オンライン参加者854名） 

「ウクライナ危機と中東情勢」 
 
広報課共催  

放送大学パートナーシップ講座 
 
品川区共催  

う
む
む... 
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2023年度第1学期 入学者の集い・ 

・ 新規入学者ガイダンス オンラインで開催しました 

2023年度第1学期 学位記授与式 

対面とオンライン（Zoom）で開催しました 

 2023年4月9日（日）13時半より、2023年度第1学期「入学者の集い」をオンライン（Zoom）で挙行いたしま

した。大学歌斉唱に始まり、客員教員紹介、学長メッセージ、山室所長による式辞に続き、稲葉信子客員教員より学

ぶ機会を得られることの尊さについてアフガニスタンの事例を基にお話しいただき、ご祝辞をいただきました。また、「入学者

の集い」終了後は、「新規入学者ガイダンス」を開催し、学習を進めるうえでの各種手続き、留意すべき事項やセンター

利用について説明し、事前にいただいた質問に回答しました。 

 オンライン参加者は167名となり、実施後のアンケートでは、「丁寧な説明で学習やシステムの不安が解消された」「授

業開始前にしてもらえるともっと良いと思う」「諸先生方からお祝いの言葉を貰い気が引き締まった」など、様々なご意見

をいただきました。 

祝☆入学 

 2023年9月24日（日）13時半より、2023年度第1学期「学位記授与式」を対面とオンライン（Zoom）で執り

行いました。2023年度第1学期卒業生・修了生150名の内、会場となったAP渋谷道玄坂には、44名の卒業生が参

加し、オンラインでは14名がライブ配信を視聴していました。式典では、大学歌斉唱に始まり、学長メッセージ、客員教

員紹介、コース毎の卒業証書・学位記授与、山室所長による式辞に続き、長谷川まゆ帆客員教員よりご祝辞をいただ

きました。 

 式典終了後には、希望者による写真撮影が行われ、集合写真だけではなく、学生同士やお花やまなぴーぬいぐるみと

記念写真を撮るなど、4年ぶりとなった対面での実施は、盛況のうちに終えることができました。 

  




